
JP 4620506 B2 2011.1.26

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基部及び当該基部より上方に膨出するドーム状の凸部を有する固形化粧料と、
　前記固形化粧料の前記基部を包囲するようにして収容し保持した固形化粧料保持体と、
を備え、
　前記固形化粧料の塗布時には、前記固形化粧料の前記基部と前記凸部との境界部を含む
当該境界部より上側の固形化粧料の全体が外部に露出し、
　前記固形化粧料の前記基部と前記凸部との境界部の外周縁が、前記固形化粧料保持体の
上端の内周縁より下側に位置することを特徴とする固形化粧料容器。
【請求項２】
　前記固形化粧料の境界部の上面は、環状の略平坦面又は環状の凹面とされていることを
特徴とする請求項１記載の固形化粧料容器。
【請求項３】
　前記固形化粧料は、前記固形化粧料保持体に対して、上下方向に伸縮可能な弾性部を介
して保持されていることを特徴とする請求項１又は２記載の固形化粧料容器。
【請求項４】
　前記固形化粧料は、ゲル状であることを特徴とする請求項１～３の何れか一項に記載の
固形化粧料容器。
【請求項５】
　前記固形化粧料は、離水性を有することを特徴とする請求項１～４の何れか一項に記載
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の固形化粧料容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ドーム状の凸部を有する固形化粧料を保持して成る固形化粧料容器に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、基部及び当該基部より上方に膨出するドーム状の凸部を有する固形化粧料と、こ
の固形化粧料の基部を包囲するようにして収容し保持した固形化粧料保持体と、を備える
固形化粧料容器が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００４－３２１４１０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ここで、上記固形化粧料容器にあっては、例えば落下等による衝撃や振動等の外力が作
用すると、固形化粧料に割れや欠けが生じることがある。
【０００４】
　本発明は、このような課題を解決するために成されたものであり、例えば落下等による
衝撃や振動等の外力作用時に、固形化粧料の割れや欠けが防止される固形化粧料容器を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　ここで、本発明者は鋭意研究を重ねた結果、例えば落下等による衝撃や振動等の外力作
用時に固形化粧料に割れや欠けが生じるのは、固形化粧料の基部を包囲するようにして収
容し保持した固形化粧料保持体のその上端の内周縁が、固形化粧料に当接しているため、
上記外力が作用すると、固形化粧料保持体の内周縁に対して固形化粧料がくい込み亀裂が
生じることが原因であることを見出した。
【０００６】
　そこで、本発明による固形化粧料容器は、基部及び当該基部より上方に膨出するドーム
状の凸部を有する固形化粧料と、固形化粧料の基部を包囲するようにして収容し保持した
固形化粧料保持体と、を備え、固形化粧料の塗布時には、固形化粧料の基部と凸部との境
界部を含む当該境界部より上側の固形化粧料の全体が外部に露出し、固形化粧料の基部と
凸部との境界部の外周縁が、固形化粧料保持体の上端の内周縁より下側に位置することを
特徴としている。
【０００７】
　このような固形化粧料容器によれば、基部及び当該基部より上方に膨出するドーム状の
凸部を有する固形化粧料のその基部と凸部との境界部の外周縁が、固形化粧料の基部を包
囲するようにして収容し保持した固形化粧料保持体のその上端の内周縁より下側に位置し
ているため、例えば落下等による衝撃や振動等の外力作用時に、固形化粧料保持体の上端
の内周縁が固形化粧料に当接することが無く、固形化粧料の割れや欠けが防止される。
【０００８】
　ここで、固形化粧料の境界部の上面は、環状の略平坦面又は環状の凹面とされているの
が好ましい。
【０００９】
　また、固形化粧料は、固形化粧料保持体に対して、上下方向に伸縮可能な弾性部を介し
て保持されていると、例えば落下等による衝撃や振動等の外力作用時にあって、弾性部に
より固形化粧料に伝わる外力が緩衝される。また、この外力作用時に弾性部が伸縮し固形
化粧料が上下に移動することになるが、この固形化粧料の上方への移動の際に、固形化粧
料の境界部の外周縁が固形化粧料保持体の上端より下側に位置するように（固形化粧料の
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境界部の外周縁が固形化粧料保持体の上端より上に出ないように）構成することで、固形
化粧料が元の位置に戻る下方への移動の際に、当該固形化粧料の基部の周面が、固形化粧
料保持体の上端の内周縁に引っ掛かるように当接することが無く、これらの結果、固形化
粧料の割れや欠けが一層防止される。
【００１０】
　また、固形化粧料は、ゲル状であると、粉体を含みさらにオイル、ワックスを含む固形
化粧料に比して割れ易く欠け易いため、特に効果的である。
【００１１】
　ここで、前述のように、固形化粧料の基部と凸部との境界部の外周縁が、基部を包囲す
るようにして収容し保持した固形化粧料保持体のその上端の内周縁より下側に位置してい
るため、固形化粧料の境界部側の上面と固形化粧料保持体の上端の内周面とにより環状の
凹部が形成されている。このため、固形化粧料が、離水性を有していると、当該固形化粧
料からの離水が環状の凹部に溜められ、その結果、離水が容器の外面に付着することが防
止されて見映えが向上されると共に手等を汚すことが防止され、外観上や使用上の商品価
値が高められる。特に、固形化粧料の境界部の上面が、上記のように、環状の略平坦面又
は環状の凹面にされていると、固形化粧料の境界部側の上面と固形化粧料保持体の上端の
内周面とにより形成される環状の凹部が、離水受けとして一層好適な形状とされる。
【発明の効果】
【００１２】
　このように本発明によれば、例えば落下等による衝撃や振動等の外力作用時に固形化粧
料保持体の上端の内周縁が固形化粧料に当接することが無いため、固形化粧料の割れや欠
けを防止することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明による固形化粧料容器の好適な実施形態について図１～図９を参照しなが
ら説明する。なお、各図において、同一の要素には同一の符号を付し、重複する説明は省
略する。図１は、固形化粧料容器を示す斜視図、図２は、固形化粧料容器のキャップを外
した状態を示す斜視図、図３は、図２の縦断面図、図４は、図２の平面図、図５及び図６
は、固形化粧料及び固形化粧料保持体を示す各斜視図、図７及び図８は、固形化粧料保持
体の各斜視図、図９は、外力作用時の固形化粧料の様子を示す図であり、当該固形化粧料
容器は、例えば頬紅等の固形化粧料を備え塗布に供するものである。
【００１４】
　図１に示す固形化粧料容器１００は、図２～図６に示すように、固形化粧料Ｇと、この
固形化粧料Ｇを保持した固形化粧料保持体１と、図２～図４に示すように、この固形化粧
料保持体１を内部に装着した容器本体２と、固形化粧料Ｇ及び固形化粧料保持体１を覆う
ようにして容器本体２の上部を覆うキャップ３（図１参照）と、を具備している。これら
の容器本体２、固形化粧料保持体１及びキャップ３は、樹脂より成る成型品とされている
。
【００１５】
　固形化粧料Ｇはゲル状（ゼリー状）であり、例えば寒天やカラギーナン等のゲル化剤と
水溶性の染料とを配合したもので、離水性を有している。なお、このゲル状の固形化粧料
には、必要に応じて、保湿剤、粉体、界面活性剤、油性成分を配合することができ、これ
らの他に、通常、化粧料に配合し得る添加成分、例えば、防腐剤、香料、ｐＨ調整剤、美
白成分等の薬剤成分を適宜配合しても良い。
【００１６】
　そして、この固形化粧料Ｇは、図２～図６に示すように、略円柱状の基部Ｇ１と、この
基部Ｇ１より上方に膨出するドーム状（略半球体状、略球帽体状等を含む）の凸部Ｇ２と
、を有する構成とされている。
【００１７】
　図３、図７及び図８に示すように、固形化粧料保持体１は、容器本体２に装着される装
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着部１ａと、装着部１ａより内側に配置されて固形化粧料Ｇを保持する保持部１ｂと、装
着部１ａの下側に配置され当該装着部１ａと保持部１ｂとを繋ぐ弾性部１ｃと、を具備し
た樹脂による一体成型品とされている。
【００１８】
　図５～図８に示すように、装着部１ａは、略円筒形状を成し、その外周面に、周方向に
沿って連続すると共に上下方向に所定長延在する凹凸部１ｄを有している。この凹凸部１
ｄは、周方向に沿って所定間隔で離間して設けられた多数の凸部１ｑにより構成され、後
述の離水受けから離水が流出した場合の当該離水の落とし込み部４を構成するためのもの
である。また、装着部１ａの外周面には、上記凹凸部１ｄの下側に、容器本体２に装着す
るための突条１ｅが周方向に沿って複数個設けられている。
【００１９】
　弾性部１ｃは、装着部１ａの下部と同径の略円筒形状に構成され、周壁を開口するスリ
ット１ｆを有する樹脂バネとされている。図７及び図８に示すように、スリット１ｆは、
横方向に延在する横開口１ｇを上下に配置すると共に横方向にズラして配置し、これらの
横開口１ｇ，１ｇの上下に隣接する端部同士を縦方向に延在する縦開口１ｈで繋いだもの
で、周方向に沿って二個が設けられ、一方のスリット１ｆの上側の横開口１ｇの下方に他
方のスリット１ｆの下側の横開口１ｇが重なるように位置すると共に、一方のスリット１
ｆの下側の横開口１ｇの上側に他方のスリット１ｆの上側の横開口１ｇが重なるように位
置するように配置され、図８に示すように、樹脂バネ１ｃは、周方向に１８０°離間する
位置の部分（一方のスリット１ｆの上側の横開口１ｇと他方のスリット１ｆの縦開口１ｈ
との間の部分、及び、他方のスリット１ｆの上側の横開口１ｇと一方のスリット１ｆの縦
開口１ｈとの間の部分）１ｉ，１ｉで装着部１ａの下部に支持される二点支持とされてい
る。このように構成される樹脂バネ１ｃは、スリット１ｆ，１ｆにより上下方向に伸縮可
能とされている。
【００２０】
　保持部１ｂは、図６及び図８に示すように、上下方向に延在し周方向に離間して等配さ
れる複数本（本実施形態では四本）の足１ｊを備えている。この足１ｊは、剛性を有し、
その下部が外側に折曲されて樹脂バネ１ｃの下部、詳しくは樹脂バネ１ｃのスリット１ｆ
より下側部分に繋がれている。
【００２１】
　また、足１ｊの上部には、図３、図４、図６及び図７に示すように、円環状保持体１ｋ
及び放射状保持体１ｍが設けられている。円環状保持体１ｋは、複数個（本実施形態では
三個）が同心円状に配設されている。これらの隣接する円環状保持体１ｋ，１ｋ同士は、
図３、図６及び図７に示すように、内側の円環状保持体が上部側に高くされ、具体的には
、図６及び図７に示すように、最内側の円環状保持体１ｋの上面１ｋ１に比して中側の円
環状保持体１ｋの上面１ｋ２が低く、この中側の円環状保持体１ｋの上面１ｋ２に比して
最外側の円環状保持体１ｋの上面１ｋ３が低く、且つ、これらの上面１ｋ１，１ｋ２，１
ｋ３が、略同角度で外側に向かうに従い下方に傾斜し上面同士が離間して連なる傾斜面に
構成されている。そして、図４及び図７に示すように、上面１ｋ１を備える最内側の円環
状保持体１ｋに囲まれる開口１ｎが、後述の溶解状態のゲル状の固形化粧料が流し込まれ
る充填口として設定されている。
【００２２】
　放射状保持体１ｍは、上面１ｋ１を備える最内側の円環状保持体１ｋの下部に連結され
て当該最内側の円環状保持体１ｋから複数個（本実施形態では四個）が放射状に延びると
共に、他の円環状保持体１ｋの下部を各々連結して成り、その外側端部が足１ｊの上下延
在部分の上端部に連結される構成とされている。
【００２３】
　そして、足１ｊの上部を構成する当該円環状、放射状保持体１ｋ，１ｍが、図３に示す
ように、固形化粧料Ｇの基部Ｇ１に覆われた状態とされて当該固形化粧料Ｇを保持する構
成とされている。
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【００２４】
　ここで、ドーム状の凸部Ｇ２を有し固形化粧料保持体１に保持される固形化粧料Ｇを得
るにあたっては、固形化粧料保持体１を図８に示すように逆さにして、ドーム状の凸部Ｇ
２に対応する（合致する）形状の型（紅型）に上から嵌め込み、この型の上方に配設され
た充填ノズルからゲル状の固形化粧料を熱溶解した状態で、固形化粧料保持体１の充填口
（開口）１ｎを通して型と固形化粧料保持体１との間に画成される成形空間に流し込むと
共に固形化粧料保持体１の円環状、放射状保持体１ｋ，１ｍが覆われる迄流し込み、溶解
状態の化粧料を固化させ型を離型することで、ドーム状の凸部Ｇ２を有するゲル状の固形
化粧料Ｇを成形すると共に当該固形化粧料Ｇを円環状、放射状保持体１ｋ，１ｍに保持し
て成る図５及び図６に示す固形化粧料保持体１が得られる。そして、固形化粧料保持体１
に保持された固形化粧料Ｇは、固形化粧料保持体１の装着部１ａの内周面に対して上下動
可能とされている。
【００２５】
　このような固形化粧料保持体１を装着する容器本体２は、図３に示すように、有底円筒
形状を成すと共にその上部が二股に分岐されて上方に突出する構成とされている。この容
器本体２には、その内側の上部２ｃの内周面に、固形化粧料保持体１の突条１ｅを軸線方
向に係合するための環状溝２ａが設けられていると共に、その外側の上部２ｄの外周面に
、キャップ３を着脱可能に装着するための雄螺子２ｂが設けられている。そして、上記固
形化粧料保持体１は、その下部側から容器本体２に内挿され、固形化粧料保持体１の突条
１ｅが容器本体２の環状溝２ａに係合することで、軸線方向移動不能に連結され、ドーム
状の凸部Ｇ２が上方に突出する構成とされている。
【００２６】
　また、固形化粧料保持体１と容器本体２との間には、図２～図４に示すように、パッキ
ン５が設けられている。パッキン５は円環状体であり、図３に示すように、その下部が内
側に折曲される折曲下部５ａとされると共にその上部が外側に折曲される折曲上部５ｂと
されている。このパッキン５は、その外周面が容器本体２の外側の上部２ｄの内周面に嵌
着されると共に、その内周面が固形化粧料保持体１の凹凸部１ｄに外周側から面する構成
とされ、その折曲下部５ａが、固形化粧料保持体１の凹凸部１ｄの凸部１ｑの下端面と容
器本体２の内側の上部２ｃの上端面との間に挟み込まれると共に、その折曲上部５ｂが容
器本体２の外側の上部２ｄの上端面に載置される構成とされている。
【００２７】
　このパッキン５の折曲下部５ａの内周面と固形化粧料保持体１の装着部１ａの外周面と
の間には所定の回転摩擦抵抗が生じているため、固形化粧料保持体１は、パッキン５を介
して容器本体２に回転不能に連結されている。すなわち、固形化粧料保持体１は、容器本
体２に対して回転不能且つ軸線方向に離脱不能に装着されている。
【００２８】
　そして、図２及び図４に示すように、パッキン５の内周面に対して、固形化粧料保持体
１の凹凸部１ｄの凸部１ｑが当接し、固形化粧料保持体１の凹凸部１ｄの凹面とパッキン
５の内周面との間に、周方向に沿って上下方向に延在する多数の孔が形成されている。こ
れらの孔が、後述の離水受けから離水が流出した場合に当該離水が流れ込む落とし込み部
４を構成する。この落とし込み部４は、流れ込んだ離水を毛細管作用により保持し得る孔
径に形成されている。
【００２９】
　なお、図３に示すように、パッキン５の折曲下部５ａの内周面に、周方向に沿って連続
すると共に上下方向に延在する凹凸部を多数設けて、固形化粧料保持体１の凹凸部１ｄの
凹部とパッキン５の折曲下部５ａの内周面の凹部とにより落とし込み部４を上下に貫通す
る貫通孔としても良く、また、パッキン５の折曲下部５ａの内周面には凹部を設けずに落
とし込み部４を下方に凹設された凹部としても良い。
【００３０】
　また、キャップ３は、図１に示すように、固形化粧料Ｇに対向し当該固形化粧料Ｇを上
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方から覆うドーム状の覆部３ａと、この覆部３ａの周縁に連設されて下方に延在する円環
状の周壁部３ｂと、を備えている。そして、キャップ３は、その周壁部３ｂが容器本体２
の上部に外挿され、周壁部３ｂの内周面に設けられた雌螺子（不図示）が容器本体２の雄
螺子２ｂに螺合することで、容器本体２に着脱可能に装着されている。このキャップ３の
装着状態にあっては、キャップ３における周壁部３ｂより内側で下側に向かって突出する
円環状の凸部（不図示）が、パッキン５の上端面に当接することで、気密化が図られてい
る。
【００３１】
　ここで、特に本実施形態においては、図２及び図３に示すように、固形化粧料Ｇの基部
Ｇ１と凸部Ｇ２との境界部Ｇｘの外周縁Ｇｙが、固形化粧料保持体１の上端の内周縁１ｙ
より下側に位置する構成とされている。そして、このように、固形化粧料Ｇの境界部Ｇｘ
の外周縁Ｇｙが固形化粧料保持体１の上端の内周縁１ｙより下側に位置することで、固形
化粧料Ｇの境界部Ｇｘ側の上面と固形化粧料保持体１の上端の内周面とにより円環状の凹
部Ｄが形成されている。この凹部Ｄを構成する固形化粧料Ｇの境界部Ｇｘの上面Ｇｚは、
本実施形態にあっては、円環状の略平坦面とされている。
【００３２】
　このように構成された固形化粧料容器１００を使用に供する場合には、キャップ３を容
器本体２から取り外し、容器本体２の外周面を持って、ゲル状の固形化粧料Ｇのドーム状
を成す凸部Ｇ２を皮膚に当てて塗布すれば良い。この塗布の際にあっては、ゲル状の固形
化粧料Ｇはプルプルしているため、使用感が良い。また、特に夏期等にあっては、ひんや
り感が与えられるため、一層使用感が良い。
【００３３】
　そして、特に本実施形態の固形化粧料容器１００によれば、固形化粧料Ｇの基部Ｇ１と
凸部Ｇ２との境界部Ｇｘの外周縁Ｇｙが、固形化粧料Ｇの基部Ｇ１を包囲するようにして
収容し保持した固形化粧料保持体１のその上端の内周縁１ｙより下側に位置している。こ
のため、例えば落下等による衝撃や振動等の外力作用時に、図９に示すように、ゲル状の
固形化粧料Ｇの凸部Ｇ２は点線で示す通常の位置から実線で示すように変形するが、この
変形の際にあっても、固形化粧料保持体１の上端の内周縁１ｙが固形化粧料Ｇに当接する
ことが無く、従って、固形化粧料Ｇの割れや欠けが防止されている。なお、固形化粧料保
持体１の上端の内周縁１ｙは、固形化粧料Ｇの割れや欠けの防止の観点から、面取りされ
ているのがより好ましい。
【００３４】
　因みに、固形化粧料Ｇの境界部Ｇｘの外周縁Ｇｙが固形化粧料保持体１の上端の内周縁
１ｙと同レベル又は内周縁１ｙより上側に位置する場合においては、上記外力が作用する
と、図１０に示すように、固形化粧料保持体１の内周縁１ｙに対して固形化粧料Ｇがくい
込んで亀裂Ｗが生じ割れや欠けが生じることになる。
【００３５】
　また、本実施形態においては、固形化粧料Ｇが、固形化粧料保持体１に対して、上下方
向に伸縮可能な弾性部である樹脂バネ１ｃを介して保持されているため、例えば落下等に
よる衝撃や振動等の外力が作用した場合、容器本体２から固形化粧料Ｇに伝わる外力が、
容器本体２と固形化粧料Ｇとの間の樹脂バネ１ｃにより緩衝される。従って、固形化粧料
Ｇの割れや欠けが一層防止されていると共に、固形化粧料Ｇの容器からの離脱が防止され
ている。また、この外力作用時に樹脂バネ１ｃが伸縮し固形化粧料Ｇが上下に移動するが
、この固形化粧料Ｇの上方への移動の際に、固形化粧料Ｇの境界部Ｇｘの外周縁Ｇｙが固
形化粧料保持体１の上端より下側に位置するように（固形化粧料Ｇの境界部Ｇｘの外周縁
Ｇｙが固形化粧料保持体１の上端より上に出ないように）構成することで、固形化粧料Ｇ
が元の位置に戻る下方への移動の際に、当該固形化粧料Ｇの基部Ｇ１の周面が、固形化粧
料保持体１の上端の内周縁１ｙに引っ掛かるように当接することが無く、固形化粧料Ｇの
割れや欠けが一層防止されている。なお、固形化粧料保持体１を構成する樹脂バネ１ｃの
下端面は、ゲル状の固形化粧料Ｇを塗布する際に当該固形化粧料Ｇが後退しないように、
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容器本体３の底部に予め当接していても良く、また、例えば樹脂バネ１ｃのバネ性が強く
塗布の際に樹脂バネ１ｃが伸びる前にゲル状の固形化粧料Ｇがへこむ等、塗布に支障が無
ければ、樹脂バネ１ｃの下端面と容器本体３の底部とは離間していても良い。
【００３６】
　また、本実施形態においては、粉体を含みさらにオイル、ワックスを含む固形化粧料に
比して割れ易く欠け易いゲル状の固形化粧料Ｇを対象としているため、上記固形化粧料の
割れ・欠け防止の構成の採用が特に効果的である。
【００３７】
　また、本実施形態においては、ゲル状の固形化粧料Ｇが離水性を有すると共に当該固形
化粧料Ｇは上方に膨出する凸部Ｇ２を有しているため、当該固形化粧料Ｇからは離水が流
出し、離水は凸部Ｇ２の凸面を伝って下に流れて来るが、前述のように、固形化粧料Ｇの
境界部Ｇｘの外周縁Ｇｙが、固形化粧料保持体１の上端の内周縁１ｙより下側に位置し、
固形化粧料Ｇの境界部Ｇｘ側の上面と固形化粧料保持体１の上端の内周面とにより円環状
の凹部Ｄが形成されているため、固形化粧料Ｇからの離水は、離水受けとしての円環状の
凹部Ｄに溜められ、その結果、吸水体のような別部材を設けること無く、離水が容器の外
面に付着することが防止されて見映えが向上されると共に手等を汚すことが防止されてい
る。従って、低コスト化を図りつつ、外観上や使用上の商品価値が高められている。
【００３８】
　また、特に本実施形態の固形化粧料容器１００によれば、以下の作用・効果を奏する。
すなわち、上記円環状の凹部Ｄより成る離水受けから、万一、離水が流出した場合には、
当該離水は固形化粧料保持体１の上面を伝うが、この離水は、周方向に沿って設けられた
落とし込み部４に流れ込み当該落とし込み部４の毛細管作用により保持される。このため
、吸水体のような別部材を設けること無く、固形化粧料Ｇからの離水が容器の外面に付着
することが防止されて見映えが向上されると共に手等を汚すことが防止されている。その
結果、低コスト化を図りつつ、外観上や使用上の商品価値が高められている。なお、この
落とし込み部４による毛細管作用によれば、固形化粧料容器１００を逆さにしても、落と
し込み部４に保持された離水は落下することは無い。因みに、本実施形態では、固形化粧
料保持体１の装着部１ａの外周面に凹凸部１ｄを設け、パッキン５の内周面との間に落と
し込み部４を形成するようにしているが、これとは逆に、パッキン５の内周面に凹凸部を
設け、固形化粧料保持体１の装着部１ａの外周面との間に、同様な落とし込み部を形成す
るようにしても良い。また、このような構成の落とし込み部は、固形化粧料保持体１の装
着部１ａの外周面とパッキン５の内周面との間に限定されるものではなく、固形化粧料保
持体１を包囲する包囲部材であるパッキン５を無くして、容器本体２を固形化粧料保持体
１を包囲する包囲部材として、固形化粧料保持体１の装着部１ａの外周面と容器本体２の
内周面との間に落とし込み部を設けるようにしても良く、さらには、例えば、固形化粧料
保持体１の上面に孔又は凹部を設けて落とし込み部としても良い。
【００３９】
　なお、固形化粧料Ｇの塗布時に当該固形化粧料Ｇの略中央上部から円環状保持体に作用
する力を、各円環状保持体に略均等に分散させるべく、内側に行くに従い高さが高くなる
円環状保持体１ｋに代えて、図１１に示すように、最外側の上面１１ｋ３、中側の上面１
１ｋ２、最内側の上面１１ｋ１が略同じ高さの円環状保持体１１ｋを採用しても良く、ま
た、図１２に示すように、最外側の上面２１ｋ３に比して中側の上面２１ｋ２が低く、中
側の上面２１ｋ２に比して最内側の上面２１ｋ１が低い円環状保持体２１ｋを採用しても
良い。
【００４０】
　以上、本発明をその実施形態に基づき具体的に説明したが、本発明は上記実施形態に限
定されるものではなく、例えば、上記実施形態においては、離水受けとしての機能を十分
に発揮できるとして、固形化粧料Ｇの境界部Ｇｘの上面Ｇｚを円環状の略平坦面とし、固
形化粧料Ｇの境界部Ｇｘ側の上面と固形化粧料保持体１の上端の内周面とにより円環状の
凹部Ｄを形成するようにしているが、固形化粧料Ｇの境界部Ｇｘの上面Ｇｚを、例えば円
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に傾斜する円環状の傾斜面とすることも可能である。
【００４１】
　また、上記実施形態においては、固形化粧料の割れや欠けを防止すべく、固形化粧料Ｇ
は、固形化粧料保持体１の装着部１ａに固定されていないが、樹脂バネ１ｃを有しない構
成として固形化粧料保持体１の装着部１ａに固定されていても良く、また、例えば、特開
２００４－３２１４１０号公報に記載の固形化粧料容器のような中皿を固形化粧料保持体
として、当該固形化粧料保持体に固定されていても良い。また、固形化粧料保持体と容器
本体とを兼用とし固形化粧料保持体が容器本体である例えばコンパクトのような固形化粧
料容器に対しても適用可能であり、このような場合にあっても、固形化粧料の基部と凸部
との境界部の外周縁が、容器本体である固形化粧料保持体の上端の内周縁より下側に位置
する構成を備えていれば良い。
【００４２】
　また、上記実施形態においては、特に固形化粧料の割れや欠けの防止効果が顕著に得ら
れるとして、固形化粧料を割れ易く欠け易いゲル状としているが、ゲル状ではなく例えば
粉体を含みさらにオイル、ワックスを含む固形化粧料である例えばリップ、チーク等に対
しても適用可能であり、このような固形化粧料にあっても、割れや欠けが防止される。
【００４３】
　また、前述した円環状の凹部Ｄが離水受けとしての機能を発揮するには、固形化粧料が
離水性を有していれば良い。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明の実施形態に係る固形化粧料容器を示す斜視図である。
【図２】図１の固形化粧料容器のキャップを外した状態を示す斜視図である。
【図３】図２に示す固形化粧料容器の縦断面図である。
【図４】図２に示す固形化粧料容器の平面図である。
【図５】図２～図４中の固形化粧料及び固形化粧料保持体を示す斜視図である。
【図６】図５に示す固形化粧料及び固形化粧料保持体の一部破断斜視図である。
【図７】図５中の固形化粧料保持体を上方から示す斜視図である。
【図８】図７の固形化粧料保持体を逆さにして上方から示す斜視図である。
【図９】外力作用時の固形化粧料の様子を示す固形化粧料容器の要部拡大図である。
【図１０】固形化粧料の境界部の外周縁が固形化粧料保持体の上端の内周縁と同レベル又
は内周縁より上側に位置する場合における外力作用時の固形化粧料の様子を示す固形化粧
料容器の要部拡大図である。
【図１１】円環状保持体の他の例を示す固形化粧料容器の縦断面図である。
【図１２】円環状保持体のさらに他の例を示す固形化粧料容器の縦断面図である。
【符号の説明】
【００４５】
　１…固形化粧料保持体、１ｃ…弾性部、１ｙ…固形化粧料保持体の上端の内周縁、１０
０…固形化粧料容器、Ｇ…固形化粧料、Ｇ１…基部、Ｇ２…凸部、Ｇｘ…境界部、Ｇｙ…
境界部の外周縁、Ｇｚ…固形化粧料の境界部の上面。
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